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消 防

１１ 消消 防防 庁庁 舎舎

施設名 所在地 敷地面積（㎡） 建 築 物 構 造 床面積（㎡） 計（㎡） 建築年月等

消防本部

北消防署

一宮町一丁目
５番１号

�34－0119

3,421.52

（市庁舎含む）

庁 舎
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨鉄筋コンク
リート造一部鉄骨造

延7,629.42

令和
2．3新築

3,016.76
（使用部分）

訓 練 棟
鉄筋コンクリート造
一 部 鉄 骨 造 延 443.29 443.29

土のう置場
鉄筋コンクリート造
一 部 鉄 骨 造 延 12.29 12.29

北消防署

川東分署

松神子一丁目
８番20号

�67－1018

1,550.40

（支所含む）

庁 舎
鉄筋コンクリート造
陸 屋 根 ２ 階 建

延 624.23 昭和
61．2増築（内522.86使用）

倉 庫
鉄骨コンクリート
ブ ロ ッ ク 造
陸 屋 根 平 家 建

66.00
昭和
54．3新築

593.16

（使用部分）
プロパン庫
及 び
ボイラー室

コ ン ク リ ー ト
ブロック造大波
スレート葺平家建

4.30

南消防署

喜光地町一丁目
５番９号

�66－1227

2,137.32

（支所含む）

庁 舎
鉄筋コンクリート造
陸 屋 根 ２ 階 建

延 992.28

昭和
55．3新築

（内686.78使用）

倉 庫
鉄骨造大波スレート
葺 平 家 建

66.00

車 庫
鉄骨造大波スレート
葺 平 家 建

107.61
平成
元．3新築

866.99

（使用部分）
プロパン庫
及 び
ボイラー室

コ ン ク リ ー ト
ブロック造大波
スレート葺平家建

6.60
昭和
53．12新築

近年は、地球温暖化の影響により、大型台風や予測困

難な局地的な集中豪雨が頻繁に発生し、また、多数の死

傷者が発生する火災や危険物火災等、住民の安全を脅

かす災害は後を絶たず、更には、南海トラフ巨大地震の

発生も危惧されていることから、市民の消防行政に対

する期待と関心はますます高まりをみせている。

そのため、消防機関として１本部、２署、１分署、職員

150人並びに、１団本部、17分団、団員669人が、市民の

生命、身体、財産を各種災害から守るべく、昼夜を分か

たず防火防災活動に全力で取り組んでいる。

また、消防行政効果をより一層高めるため、市民の理

解と協力を得て、幼・少年消防クラブ、婦人防火クラブ、

防火管理協会、危険物安全協会、自衛消防隊等の民間団

体を組織するとともに、各自治会主体の自主防災組織

の結成に協力し、官民一体の総合防災体制づくりを推

進するとともに、消防職・団員の資質の向上を図って

いる。

救急にあっては、昨年6，259件出動し、救急救命処置

の高度化と救命率の向上を図る観点から、救急救命士

の育成強化、メディカルコントロール体制の充実強化、高

規格救急自動車や高度救命処置用資機材などの計画的

な更新整備を図っている。

更には、消防団を中核とした地域防災力の充実強化

を図るため、地域住民による具体的な訓練や住民に対

する啓蒙をこれまで以上に推進し、消防団員による地

域に密着した防災指導体制を確立し、地域防災力の向

上に努める。
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２２ 消消 防防 力力

� 現有消防力 （5．4．1現在）

種 別 区 別 現 有 消 防 力

人 員

警 防 要 員 114人

予 防 要 員 9人

そ の 他 要 員 27人

計 150人

署 所 の 数 消 防 署 所 数 3

自 動 車 等

ポ ン プ 自 動 車
普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車

7
水槽付消防ポンプ自動車

は し ご 自 動 車 は し ご 付 消 防 自 動 車 2

化学消防ポンプ自動車 化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 2

救 急 自 動 車 高 規 格 救 急 自 動 車 6

救 助 工 作 車 救 助 工 作 車 2

計 19

� 装 備 （5．4．1現在）

装備名 区別 計 本 部 北消防署 川東分署 南消防署

普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 5 2 1 2

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 2 1 1

は し ご 付 消 防 自 動 車 2 1（40ｍ級） 1（屈折14ｍ級）

化 学 消 防 ポ ン プ 自 動 車 2 1 1

小 型 動 力 ポ ン プ 付 水 槽 車 1 1（Ⅱ型）

小 型 動 力 消 防 ポ ン プ 5 3 1 1

指 令 車 1 1

調 査 車 1 1

指 揮 車 1 1

警 防 車 1 1

資 機 材 搬 送 車 3 1 1 1

広 報 車 2 1 1

高 規 格 救 急 自 動 車 6 3 1 2

救 助 工 作 車 2 1（Ⅲ型） 1（Ⅱ型）

消 防 人 員 輸 送 車 1 1

消 防 防 災 車 1 1

消 火 ・ 通 報 訓 練 指 導 車 1 1

予 防 査 察 車 1 1

消防救急

デジタル

無線設備

基 地 局 固 定 局 1※ 1

移動局（可搬型含む） 36 6 16 5 9

携 帯 33 4 13 7 9

※ 別に黒島基地局、別子山基地局、弟地中継局があります。
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� 消防水利施設の状況

種別
年度

井 戸
水 槽

プ ー ル
消 火 栓

（地下式）
計

うち耐震性水槽

29 98 399 21 38 2,343 2,878

30 98 400 21 38 2,351 2,887

令和元 98 400 24 38 2,357 2,893

２ 100 398 24 37 2,360 2,895

３ 100 396 25 37 2,362 2,895

４ 100 395 25 37 2,367 2,899

� 高機能消防通信指令システム

本システムは、消防防災合同庁舎の建設工事に合

わせて市民の生命、財産を災害等から守るため、火災・

救急救助活動において最新技術を駆使し、的確・迅

速かつ簡便な操作により１１９番受信操作が遂行で

きる消防通信指令システムⅡ型として、令和２年３

月９日から運用を開始した。

ア 主要機器の概要

ア� 指令装置

１１９番通報の受付、災害通報の覚知、出動車

両の隊編成、出動指令、現場活動支援等を統括す

る指令管制の主要装置

イ� 新発信地表示システム

本システムを利用することにより、一般加入

電話、携帯電話及びＩＰ電話からの１１９番通報

受信時において自動的に通報者の発信地情報を

取得し、災害点が瞬時に決定されるため出動指

令までの時間が短縮される。

ウ� 自動出動指定装置

１１９番通報の受付から事案終了まで一連の

災害情報を処理する装置で、地図検索装置、表示

盤、署所端末装置等を有機的に結合し、自動化機

能を制御するとともに、指令管制業務を円滑に

実施する。

エ� 地図等検索装置

自動出動指定装置、新発信地表示システムと

連動し、災害発生場所の表示及び検索が容易か

つ迅速に行える装置

� 高規格救急自動車及び救助工作車の概要

ア 高規格救急自動車の概要

平成29年11月、令和２年３月及び令和５年２月

に北消防署、平成27年３月に川東分署、平成28年２

月及び平成29年２月に南消防署の高規格救急自動

車が配備され、救急救命士による高度な救命活動

が図られている。

高規格救急自動車は車内空間が広く確保され、

立ったままの救命活動が可能であり、多数の高度

救命処置用資機材を装備している。

イ 高度救命資機材の概要

ア� 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

心筋梗塞などにより、心臓がけいれんを起こ

している場合、電気的なショックを与えて、動き

を正常に戻す医療機器

イ� 傷病者監視モニター

傷病者のバイタルサイン（心拍数・血圧・心

電図等）をモニタリングする。

ウ� 自動心臓マッサージ器

絶え間ない胸骨圧迫を実施し、心肺蘇生法を

サポートする。

ウ 救助工作車の概要

平成21年12月、南消防署に救助工作車Ⅱ型が、平

成27年12月、北消防署に救助工作車Ⅲ型が更新さ

れ、初期の救助活動が迅速に対応できる体制が強

化された。

また、高度救助用資機材等も多数導入されてい

る。

エ 高度救助資機材の概要

ア� ファイバースコープ

地震等で崩壊した家屋の下敷きになっている

人や埋まった人などを救助する時、隊員が進入

できないところを映し出す超小型カメラ

イ� 地中音響探知機

埋まった人の声や呼吸音など、かすかな音を

検索する装置

ウ� 夜間暗視装置

夜間、暗闇の中を検索する装置

エ� 熱画像直視装置

人の体温を感じ取り、温度差で要救助者を検

索する装置

オ� 地震警報器

早期地震探知機能により、余震等少しの揺れ

も逃がさず検知する資機材
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イ 災害処理の流れ

災 害 通 報
一般加入電話、携帯電話及びＩＰ電話からの１１９番通報

Ｎｅｔ１１９（１１９番文字通報サービス）からの緊急通報

災害種別決定

（火災・救急等）
通報者との対話により火災、救急等の災害種別・規模の決定

災害場所決定
通報者からの情報を元に、災害場所を決定

（一般加入電話、携帯電話及びＩＰ電話からの１１９番通報により自動的に通報者の
発信地情報を取得）

出 動 隊 編 成 災害種別、規模、場所等の入力により、内容に応じた出動隊を自動的に編成する。

出 動 指 令
音声合成、出動指令書の出力により各署々等に指令を行う。

手書き入力した情報等を車両運用端末装置（ＡＶＭ）に送信する。

現場活動支援

無 線 連 絡 等

各関係先への連絡、必要な情報の収集を行う。

（必要に応じて、順次指令装置・サイレン吹鳴装置により職員、団員等を招集）

事 案 終 了 受付から活動終了までの各種時間経過等、活動状況を記録する。

オ� 情報表示盤（46インチ液晶４面マルチ画面×

３画面）

車両運用、支援情報及び多目的情報の３つの

表示盤を設け、消防車両動態の一覧表示、１１９

番の着信、件数等の表示、災害場所、気象情報、河

川情報、監視カメラ等の画像を表示する。

カ� 指令伝送装置

自動出動指定装置・地図等検索装置と連動し、

各署に設置された出力装置から災害場所、出動

車両等を表示した地図付きの指令書を出力する。

キ� 気象観測装置

風向、風速、気温、湿度、気圧、雨量を自動的に

記録し表示する。

雨量計については、一宮町、立川町、大生院、船

木、多喜浜、別子山の６箇所に設置する。

また、雨量情報は新居浜市のホームページか

ら過去９日間の情報が閲覧できる。

ク� 順次指令装置

消防職員、団員、関係職員等に災害の発生等を

自動的に電話、Ｅメールで通知し非常招集を行

う。

ケ� サイレン吹鳴装置

市内14箇所に設置した消防サイレンを災害場

所別に吹鳴することにより、消防団員等の非常

招集を行う。

コ� 出動車両運用管理装置及び車両運用端末装置

（ＡＶＭ）

地図、各種支援情報、カーナビゲーション機能

を搭載した端末が消防車両に設置されており、

災害発生時には発災点の地図及び支援情報が表

示される。

また、指令台において手書き入力された情報

の送受信、メール機能を備え効率的な災害対応

ができる。

サ� 現場映像情報伝送装置

災害現場の映像等をスマートフォン等にて共

有し、迅速な災害対策を図る。

また、人が立入ることが困難な区域や状況把

握が困難な場所等はドローンを活用することで、

精度の高い映像を入手することができ、的確な

判断や迅速な災害対応を図る。

シ� 高所監視カメラ

火災等が発生した場合に自動出動指定装置と

連動し、災害地点を確定することにより、自動的

に災害発生方向を撮影する。

ス� Ｎｅｔ１１９システム（１１９番文字通報サービス）

音声による１１９番通報が困難な聴覚・言語

機能障害者（登録者）が、スマートフォン等のＷ

ＥＢサイトを利用して円滑に消防へ通報を行え

るシステム

セ� 災害等案内装置

テレホンサービス（33－6800）にて、災害発生

場所、休日当番医等の情報を提供する。

また、平成20年４月から災害等の発生状況を

携帯電話等に「メールマガジン」でリアルタイム

に情報を提供している。防災・火災・救急情報

は新居浜市のホームページからも閲覧できる。
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３３ 火火 災災 統統 計計

� 概 況

区分

年

火
災
件
数

火 災 種 別 焼 失 棟 数 り災世帯数
り
災
人
員

死 傷 者

建
物

林
野

車
両

船
舶

そ
の
他

全
焼

半
焼

部
分
焼

全
損

半
損

小
損

死
者

傷
者

人 人 人

30 33 25 0 2 0 6 20 3 12 10 2 22 73 1 5

令和元 29 20 0 1 0 8 23 1 13 9 1 18 56 3 3

２ 24 16 0 3 0 5 14 0 6 9 0 20 55 1 3

３ 40 21 1 5 0 13 10 2 10 4 0 13 42 1 5

４ 36 22 0 5 0 9 13 0 16 11 0 18 76 2 6

損 失 面 積 損 害 額

建 物 林 野
建物内容
品を含む

林 野 車 両 船 舶 その他 計

㎡ ａ 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2,838 0 130,513 0 300 0 40,137 170,950

2,822 0 157,312 0 300 0 5,123 162,735

1,349 0 142,964 0 867 0 11,036 154,867

2,927 1．7 176,196 0 1,696 0 270 178,162

1,259 0 66,418 0 904 0 0 67,322

� 原因別火災発生件数

区
分

年

ス
ト

ー
ブ

た
ば

こ

た
き

火

こ
ん

ろ

（
疑
い
含
む
）

放
火

火
遊

び

溶
断
機
の
火
花

取
灰

ボ
イ

ラ
ー

電
灯
電
話
等
の
配
線

不
明

そ
の

他

計

30 2 1 3 2 2 3 20 33

令和元 1 4 1 3 5 2 1 3 9 29

２ 1 3 3 1 2 3 3 8 24

３ 3 5 10 1 1 10 10 40

４ 1 2 1 2 1 1 10 18 36
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４４ 危危険険物物製製造造所所等等設設置置許許可可状状況況

（単位：件）

年度

区 分対象物件

令和２ ３ ４

許可 廃止 現在 許可 廃止 現在 許可 廃止 現在

総 数 15 14 1,098 10 12 1,095 11 25 1,081

製 造 所 1 39 39 1 1 39

貯
蔵

所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

屋内タンク貯蔵所

屋外タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

2

3

8

2

1

2

3

136

31

8

428

47

1

160

4

1

2

1

2

5

140

32

8

427

45

1

156

1

1

2

6

6

1

5

135

33

8

421

44

1

153

小 計 13 8 811 7 8 809 4 18 795

取
扱

所

給 油 取 扱 所

第１種販売取扱所

第２種販売取扱所

一 般 取 扱 所

移 送 取 扱 所

2

2

3

72

1

1

157

17

1

2

2

2

71

1

1

157

17

3

3

3

3

71

1

1

157

17

小 計 2 5 248 3 4 247 6 6 247

５５ 消消 防防 ･･救救 急急 活活 動動

� 消防活動

年 令和２ ３ ４

区分種 類 出動延回数 出動延人数 出動延回数 出動延人数 出動延回数 出動延人数

火 災

（うち林野火災）

救 助 活 動

風水害等の災害

演 習 訓 練

予 防 査 察

警 防 調 査

原 因 調 査

特 別 警 戒

24

（ 0）

40

1

197

324

201

24

63

362

（ 0）

500

5

1,046

1,296

716

120

196

40

（ 1）

24

6

332

635

190

40

52

1,015

（ 42）

283

15

1,299

1,716

650

200

162

36

（ 0）

37

11

319

579

165

36

91

843

（ 0）

540

43

1,211

1,649

561

180

293

計 874 4,241 1,319 5,340 1,274 5,320
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� 救急活動 （単位：件）

区分

年別

火
災

自
然
災
害

水
難

交
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
害

自
損
行
為

急
病

そ
の
他

計

対
前
年

増
減
率

（％）

令和元

２

３

４

5

4

4

6

0

0

0

0

3

3

0

1

443

462

393

441

38

52

32

38

26

26

16

23

808

822

941

988

29

24

23

18

42

58

37

46

3,372

3,107

3,323

4,077

567

531

565

621

5,333

5,089

5,334

6,259

－ 1.1

－ 4.6

＋ 4.8

＋17.3

６６ 消消 防防 団団

� 組 織 新 居 浜 東 分 団

新 居 浜 西 分 団

金 子 東 分 団

金 子 南 分 団

金 子 中 分 団

副 団 長 （総務） 金 子 西 分 団

高 津 分 団

垣 生 分 団

神 郷 分 団
消 防 団 長 副 団 長 （予防）

多 喜 浜 分 団

大 島 分 団

泉 川 分 団

副 団 長 （警防） 中 萩 分 団

船 木 分 団

大 生 院 分 団

角 野 分 団

別 子 山 分 団

女 性 消 防 団 員

� 消防機械器具の配置等 （5．4．1現在）

分団別

区 分

団
本
部

新
居
浜
東

新
居
浜
西

金
子
東

金
子
南

金
子
中

金
子
西

高
津

垣
生

神
郷

多
喜
浜

大
島

泉
川

中
萩

船
木

大
生
院

角
野

別
子
山

計

定 数 （人） 34 33 33 39 40 33 33 65 40 55 40 33 55 60 55 48 63 33 792

現 員 数 （人） 18 31 24 33 39 29 33 46 30 55 37 31 45 47 55 45 50 21 669
※（23） ※（23）

消
防
ポ
ン
プ
車
等

自 動 車 0 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 3 3 1 1 2 0 23

小型動力ポンプ 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 4 2 4 4 42

小 型 動 力
ポンプ積載車

0 1 1 1 1 1 1 2 1 3 1 1 1 1 3 2 2 3 26

※（ ）内は機能別団員数を内書き
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� 年額報酬及び出動報酬

ア 年額報酬 （5．4．1現在・単位：円）

団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長
団 員
（機能別）

206,000 154,400 132,100 71,200 56,900 39,000
36,500
（12,100）

イ 出動報酬 （5．4．1現在・単位：円）

区 分 支給金額
（１日につき）

災害のために出動した場合

２時間以内 2，000

２時間を超え４時間以内 4，000

４時間を超え６時間以内 6，000

６時間超 8，000

警戒のために出動した場合 2，000

訓練のために出動した場合 2，000

上記以外で出動した場合 2，000

� 活動状況

年 令和２ ３ ４

区
分

種別 出動延回数 出動延人数 出動延回数 出動延人数 出動延回数 出動延人数

火 災 9 805 6 553 9 517

警 戒 78 6,746 45 4,387 387 2,856

訓 練 186 4,741 172 3,358 533 7,103

水 防 0 0 0 0 1 299

計 273 12,292 223 8,298 930 10,775
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